社会的ジレンマ状況下の行動規定因 : 学内駐車行動をめぐる一事例研究 (統計数理研究所 研究活動 (研究会報告 社会的ジレンマの数理的研究法に関する研究会)) by 箕浦 康子 & Yasuko Minoura









































ATTCON PRIORBEHAVIORNMSER EFFOTHERSV103 R R2
．651州 ．651 ．420
．343㍑ ．567州 ．731 、529
．346州 、571榊 一．096＊ ．737 ．535
．349榊 ．567州 一．090＊ 一．102州 ．742 ．541
．343州 ．571舳 一．092虫 一．105州 一．059 、745 ．542
．342州 ．565州 ．042 一．078 一．105榊 一．055 ．746 、541
．344＊＊ ．567舳 、050 ．028 一．087 一．109舳 一．055 ．746 ．538
表2．違反駐車行動への各変数の標準偏回帰係数（説得活動開始1年半後）
ATTCON PRIORBEHAVIORNM SER EFF R R2
．483榊 ．483 ．225
一．193＊ ．432州 ．518 ．251
一．221舳 、409州 一．177＊ 、546 、274
．142＊ 一．226州 ．419州 一．164ま ．564 ．287
．138 一．231州 ．417州 一．034 一．158＊ ．565 ．280
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             ジレンマ研究の問題点と課題詩1）
                      関西学院大学社会学部高坂健次
 社会的ジレンマ（以下，SDと記す）研究の課題については海野（1985）がうまくまとめている
ので，ここではそれと重複しない形で論点を摘記したい註2）．
 1．SD研究の戦略的ポイント
 SD研究にかぎらず，およそ数理的なアプローチを取ろうとする研究にとって，戦略的ポイン
トは3つある．理論，モデノレおよびデータの3つである．SD研究は，様々た分野における多様
た理論に立脚しており，したがってまた，それらの理論の発展に貢献することができる．社会
学の分野でいえば，i）ホッブス的な秩序の問題（個々人の利害が衝突するたかで，どのように
して秩序は形成され維持されるか）あるいは個人と社会の矛盾の問題，ii）miCro－maCrO問題
（個々人の行為がaggregateされることによって，あらたに生まれてくるemergent property
は何か），iii）「行為の意図せざる結果」論などが関連をもっている．このうち，最後のものは，
MertonやBoudonといった人たちによって精力的に論じられてきており，SD研究にとっては
尽きたいヒントを提供してくれるはずである註3）．一方，ややもすれば一般論・抽象諭に終始し
がちだi）やii）に関する社会学理論に対して，SD研究はSDの論理とメカニズムを明示化す
ることによって理論的革新をせまることになろう．また，境界分野でみれば，Condorcet，Arrow
の理論やSEUだと（合理的）選択の理論を避けて通ることができたい．その他，（社会）心理学，
（公共）経済学，政治（経済）学，環境工学，生態学などにも，それぞれSD研究にとってレリヴァ
ソトた理論があると思われるが，それについては各々の専門家に委ねたい．
 SD研究にとってのデータは，フィールドにおける観察・実験室における観察・実験・質問
紙調査・面接法・（現実ないし虚構における）様々たエピソードの収集註4）だと，ありとあらゆる
ものがある．いずれに依拠すべきかは，データをどのようた目的に使うか（モデルの構築のた
めか，検証のためか，理論の構築のためか，例証のためか）によって決まってこよう．
 SD研究で使われる数学モデルは，ゲームの理論が圧倒的に多い．むろん，ゲームの理論に立
